
• 再エネと調整力（コジェネ）を組み合わせたエネルギーの面的利用システムを構築するこ
とで、災害時の早期復旧に大きく貢献。

• 千葉県睦沢町では、防災拠点である道の駅を近隣住民に開放し、トイレや温水シャワー
を提供、800人以上の住民が利用。

むつざわスマートウェルネスタウン 経過概要
9月9日（月） 5時 町内全域停電

9日（月） 9時 コジェネを立ち上げ住宅と道の駅に供給開始
10日（火） 10時 コジェネの排熱を活用し温水シャワーを提供
11日（水） 9時 系統復電

↑ 9月17日付 電気新聞

道の駅Aゾーン
（太陽光、太陽熱、

コジェネ設置）

＜むつざわスマートウェルネスタウン（SWT）＞
事業者：㈱CHIBAむつざわエナジー
システム概要：天然ガスコジェネと再エネ（太陽
光と太陽熱）を組み合わせ、自営線（地中
化）で道の駅（防災拠点）と住宅へ供給。コ
ジェネの排熱は道の駅併設の温浴施設で活用。
供給開始：2019年9月1日
※経産省、及び環境省の予算事業を活用

住宅ゾーン
（自営線供給）

↑周辺が停電する中、照明がついて
いるむつざわSWT【引用：㈱CHIBA
むつざわエナジーHP】
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（参考）特定供給：むつざわスマートウェルネスタウン
資源エネルギー庁 令和2年9月9日
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 柏の葉ならではの豊かな自然環境を地域資源として活かしながら、「省エネ・創エネ・蓄
エネ」 や次世代交通システム、緑化プログラムなどの整備を通じて、災害時にもライフライ
ンを確保し、人と環境が共存していける未来型の環境共生都市を目指す。

 系統電力が停電した際は、地域に分散設置した発電・蓄電設備の電力を「特定供
給」として、住⺠生活の維持に必要な施設・設備にまで供給し、街の防災力を向上。

（参考）特定供給：柏の葉スマートシティ
資源エネルギー庁 令和2年9月9日
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（参考）特定供給：Ｆ－グリッド（第二仙台北部中核工業団地）

宮城県大衡村の「F-グリッド」では、災害等により大規模電源の供給が困難になっても、
太陽光発電とコジェネを非常用電源とし、自営線によりエリア内の電力供給を行うととも
に、既存の配電線を活用して役場まで電力を供給。

地域の再生可能エネルギーと自営線・系統配電線を活用することで、災害時にもエネル
ギーの安定供給を可能とするモデルを構築。

トヨタ自動車東日本

トヨタ紡織東北
すかいらーく

ビューテック

中央精機東
北

トヨタ輸送

ベジドリーム栗原

Ｆグリッド

太陽光発電

コジェネ
熱供給ライン

系統 特高線

系統 配電線

自営線

大衡村役場

系統送配電線
自営線

【緊急時 電力供給プロセス】
①自営線の

確認

＜送電＞

自営線
（アクセス線）

電力

系統電力
（配電線）

大衡村役場（地域防災拠点）③地域防災
拠点

＜受電＞

②系統電力
配電盤

＜受電＞
電力

分岐盤 配電盤

【F-グリッド：宮城県大衡村】

第10回再生可能エネルギー大量導入
・次世代電力ネットワーク小委員会
（2018.11.21）資料2より一部改
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